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★33回目の今年のテーマは「『いのち輝く未来へ』～知ってほしい健康のこと～」。 

健康の疑問に専門医が答える「ドクターなんでも健康相談」、「お口の何でも相談（歯科相談）」、

「おくすり相談」などの相談コーナーをはじめ、血液型判定、血糖値測定、肌年齢測定、骨

密度測定、フッ素塗布体験やこども薬剤師体験などのブースを設置。さらに、「噛むカムチ

ェックガム（咀しゃく力測定）」や「手話体験」「こども介護体験」を新たに実施する。ほか

にも、体験型講演会「整形外科医が伝える心と体のセルフケア」、講演会「健康寿命は自分

で延ばせる」など、さまざまな観点で楽しみながら健康・医療・福祉について学ぶことがで

きる。 

 

★枚方市総合文化芸術センター施設前広場を活用し、屋外イベントの開催エリアを拡大。 

福祉団体によるクッキーやケーキ、フランクフルトなどの模擬店やキッチンカーなど、飲食

の充実や豪華景品抽選会を屋外で実施することでさらなるイベントの盛り上がりを目指す。 

 

★ひらかたポイントが 100 ポイントもらえるウオーキングイベントは前年の約２km のコー

スから枚方八景の「万年寺山の緑陰」を巡るルートに変わり、約４km・約 1 時間 20 分に拡

大。「歩く」「知る」「楽しむ」をテーマに、コース上の血圧ブースや健康啓発ブースを巡り、

市の文化や歴史に触れながら歩くことで、自身のからだや枚方の文化、健康について楽しく

学べるイベントにパワーアップ。 

 

★体験型講演会「整形外科医が伝える心と体のセルフケア」は、整形外科医が突然の転倒や

骨折、“ロコモ”や“フレイル”から自身を守る秘訣を解説。後半に、FCティアモ枚方の選

手と「ひらかた元気くらわんか体操」を実演する。 

また、講演会「健康寿命は自分で延ばせる」では、日本にカスピ海ヨーグルトを広めた武庫

川女子大学の家森 幸男氏が、「きれいでげんきに」をテーマに病気のリスクを下げる食生活

ついて講演する。 

 

令和 6年（2024年）10月９日 

市は、10 月 27 日（日）午前 10 時～午後３時 30 分、健康・医療・福祉につい

て楽しみながら考えてもらうイベント第 33回 枚方市健康・医療・福祉フェスティバ

ルをラポールひらかたおよび枚方市総合文化芸術センター施設前広場で開催する。33回

目の今年は「『いのち輝く未来へ』～知ってほしい健康のこと～」をテーマに、ひらかた

万博事業の「バーチャルスポーツ体験」やウオーキングイベント、こども薬剤師体験や

手話体験など、様々なコーナーがある。また、整形外科医による心と体のセルフケアに

関する体験型講演会では、後半に FCティアモ枚方の選手と「ひらかた元気くらわんか体

操」を実演。さらに、日本にカスピ海ヨーグルトを広めた武庫川女子大学の家森 幸男氏

の健康寿命の延伸に関する講演会も実施。スマートスピーカーや口腔洗浄機などの豪華

景品が当たるガラガラ抽選会もある。ひらかた万博関連事業。 

開催エリア拡大！健フェスがパワーアップ！ 
10月 27日（日） ラポールひらかたと総文センター前広場で開催 
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★昨年度に引き続き 2025 年大阪・関西万博に向けた市独自の取り組みの「ひらかた万博」

の関連事業として実施。メインイベントの、姿勢測定や楽しみながら体を動かす「バーチャ

ルスポーツ体験（TANO TECH）」は、センサーの前に立つだけで体全体がコントローラーにな

り、自然に無理なく体を動かす簡単な運動や脳活性化プログラムを非接触・非装着で、年齢

に関係なく誰でも簡単に楽しむことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★同フェスティバルは平成 24年に設立した市内 14の関係団体で構成する「健康医療都市ひ

らかたコンソーシアム」連携事業の一つ。健康・医療・福祉に対する意識の高揚を図り、

市民自ら健康づくりを実践する機運を高めることを目的に、枚方市医師会・歯科医師

会・薬剤師会と社会福祉協議会、枚方市で構成する実行委員会が平成元年から毎年開催して

いる（令和２年度～４年度は新型コロナウイルスの影響により開催中止）。昨年度は延べ

6,684人が訪れた。 

 

＜お問い合わせ＞ 

健康福祉部健康福祉政策課 ☎072－841-1461（直通）FAX：072－841-2470 






